
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

袋田病院アートフェスタ 

 

 

 かりいほ便り 

平成３１年１月３０日 

平成３０年１０月１９日、２０日袋田病院主催のアートフェスタに参加しまし

た。さかのぼる事３か月以上前から打ち合わせを重ね、準備して臨みました。日頃

からあるものを形にして、運動会後に使う行灯の絵を障子に張り、利用者全員の力

を結集させ、手形と指型アートを作りました。父兄にも手形や指型を手伝ってもら

い１０月７日にやっと完成しました。アートフェスタ当日、多くの方々がかりいほ

ブースにお越し頂き、感謝いたします。大木はかりいほ 40年(もうすぐ）のあゆみ

をあらわし、写真モザイクで沢山の人々がかりいほに関わり、今に至る様子を表し

ました。これからもたくさんの人々によって成り立ち、黙々と進んでいきます。毎

日の作業で作った漆や結び織、さをり織、お茶などたくさんの物を買っていただ

き、利用者様もとても喜んでいました。ならびに、山本大達さんの段ボールアート

中心に個展も開けました。参加する機会をくださった袋田病院様には御礼申し上げ

ます。 

これからも、かりいほをご支援よろしくお願いいたします。 

大木手形モザイクアート 

大達君の個

展作品集 

みんなの

作品販売 

 第１８号  



 

 

今年もかりいほ運動会が開催されまし

た。利用者さんや父兄の方々、ボランテ

ィアさんも含めて１００名ほどの方に参

加していただきました。 

 

平成 30年 かりいほ運動会 （１１月４日） 

 

毎年恒例のパン食い競争では、ひとりひ

とりが必死にパンに食いつく姿が印象的で

した。パンは近隣の福祉事業所に注文して

います。色々な味があり利用者さんにも大

好評です。 

 

今年は初めて輪投げ競技を取り入れ

ました。実は前日にこっそり利用者さ

んだけ練習しましたが、みんな飽きる

ことなく真剣に練習していました。当

日は父兄も交えての競技。単純なゲー

ムですがこれが意外と難しい！盛り上

がりました。 

 

昼食は調理さんが朝早くから作っ

てくれたおいしいお弁当。それに毎

年ボランティアさんが作ってくれる

豚汁！大きな釜で作る豚汁は格別で

す。 

 

午後はかりいほの農産物や創作品を販

売する時間をつくりました。ふだん利用

者さんが取り組んでいる活動の成果で

す。みなさんに見てもらい喜んで購入し

ていただけて、とても嬉しく思いまし

た。来年もみなさんに楽しんでもらえる

ような運動会を考えていきたいと思いま

す。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高館まつりに参加して 

 

11月 10日、11日と 2日間、大田原市芸術文化研究所にて高館まつりに職員 4名

と利用者 2名で参加しました。そこでかりいほのブースを出させて頂くことにな

り、野菜、結び織、リース、お茶の販売や屋内で利用者の方が作った創作品も展示

させていただきました。今回、参加した利用者の方 2名は他のイベントにも何度か

参加した経験があるので、慣れた手付きで手伝ってくれました。Y君は商品の説明

を一人で言えたことに喜んでいました。Mさんは買いに来てくれた人たちと話をす

るのが良かった様でした。 

今回参加して利用者の方には何日も前から荷物の運び入れから会場準備まで手

伝い、自分たちで作った結び織や野菜を販売する所まで経験できてとても良かっ

たと思います。 

Y君は室内に自分の作った創作品をいろいろな人に見てもらえて良かったと思い

ます。また来年も参加して他の利用者の方にも経験してもらいたいと思いまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wix.com/home 

平成 30年 10月 11日から 16日まで福井県にて第 18回全国障害者スポーツ大会が

行われました。栃木県の代表としてかりいほからはソフトボール投げに 1名とボウ

リングに 2名、計 3名の利用者が出場し各々素晴らしい成績を収めました。本人た

ちの努力はもちろん、保護者、スポーツ協会などたくさんの方々の協力があった御

陰だと思われます。 

栃木県の代表として出場することが決定し、かりいほで生活をしながら練習する

ということは大変難しいことでした。「もっと上手くなりたい」という利用者の思

いから市内のボウリング場や地元の学校などにお願いをし、忙しい中指導していた

だいたことは本人たちにとって大きな励みになったでしょう。大会期間中は不慣れ

な環境や生活リズム、県代表としてのプレッシャー、不安、緊張、様々なものが重

く圧し掛かり、練習の成果を発揮できた人もいれば納得のいかない結果だった人も

いると思われます。しかし今回の経験は出場した利用者にとって自信に繋がり、

「行ってよかった」「次はもっといい結果を出したい」など前向きな言葉を聞くこ

とが出来ました。 

来年は茨城県、4年後には栃木県で全国大会が開催される予定です。今回出場した

利用者の他にも全国大会を目指している人たちがいるので今後も応援、ご協力お願

い致します。 

～第 18回全国障害者スポーツ大会成績表～ 

 

〇下野 直美さん   ソフトボール投げ女子壮年の部 1位(大会新記録) 

〇望月 利浩さん   ボウリング男子壮年の部 5位 

〇真山 尚美さん   ボウリング女子壮年の部２位 

応援ありが

とうござい

ました。 

第 18回 全国障害者スポーツ大会 

 


